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A.研究目的 

 台湾はフィリピンから南西諸島、沖縄本島、

トカラ列島を経て日本列島そして極東ロシア

あるいはカムチャッカ半島へと続く渡り鳥の

ルートの中で重要な位置にある。渡り鳥が鳥

由来病原体を拡散させる要因のひとつとして、

近年注目されており、蚊によって媒介される

病原体の中にも、ウエストナイルウイルスの

ように渡り鳥などの野鳥の重要性が指摘され

ている病原体がある。 

台湾と地理的に近い位置にある与那国島，

西表島，石垣島などの間には，動物相や植物

相に高い類似性が見られる．疾病媒介蚊に関

して種類相を比較すると，台湾（132 種類）

と我が国（120 種類）の種類相の 1/4（46 種類）

が共通している．中でもイエカ属の類似性は

最も高く 68％で、ヤブカ属の 14％や，ハマダ

ラカ属の 20％よりもかなり高い．共通する種

類が多いということは、仮に台湾産のある種

の蚊によって媒介されている病原体が我国に

持ち込まれた場合に、それと同じ種類の媒介

蚊が我国に生息しており、わが国でもその病

原体を媒介する可能性が高いことを意味して

いる。しかしながら同じ種類の蚊であっても、

台湾と日本に生息する集団は地理的に隔離さ

れ、また異なる気候条件に適応していること

から、ある程度の遺伝的な違いがあることは

十分予想される。 

渡り鳥飛来地に生息する疾病媒介蚊に着目して，台湾と石垣島の水田地帯で媒介蚊採集を行

った．調査はドライアイストラップを用いた成虫調査によった． 2011 年と 2012 年に各 2

回現地調査を実施して，合計 31 種類の疾病媒介蚊が採集された．このうち両地域で共通し

て採集された種類はコガタアカイエカ，ヨツホシイエカなど 12 種類で、いずれも生息密度

の高い主要な種類であった．得られた蚊サンプルから、鳥由来の蚊媒介性病原体である鳥マ

ラリア原虫の検出を行った。2011 年の蚊サンプルから検出された鳥マラリア原虫の系統は 7

系統で、1 種類（P. rouxi）が共通していた。今回の調査で鳥マラリア原虫が検出された蚊の

種類は台湾で 5 種類、石垣島では 2 種類で、共通する種類は認められなかった。サンプルに

含まれていた吸血蚊を用いて体内に残された血液の DNA を分析し、吸血源となった動物の

種類を同定したところ、コジュケイやハシブトガラス、アオバズクなどの野鳥類と人やハク

ビシンなど哺乳類を吸血したことがわかった。 



 台湾と我が国の疾病媒介蚊や蚊によって媒

介される病原体の間には，どのような遺伝的

類縁関係があるかを明らかにし，蚊によって

媒介される病原体の流行予測や監視に役立て

ることを目的として，台湾 CDC との共同研究

を行っている． 

 本研究は渡り鳥飛来地に生息する疾病媒介

蚊に着目して，台湾と石垣島の媒介蚊相を比

較した．また，蚊媒介性病原体として日本脳

炎ウイルスと鳥マラリア原虫をターゲットと

して，これら病原体の蚊からの検出を行った． 

B.研究方法 

 台湾における現地調査：2011 年に引き続き

台湾北東部宜蘭県の渡り鳥飛来地（蘇澳，無

尾港水鳥保護区）を調査地として疾病媒介蚊

の現地調査を行った．調査は渡り鳥が飛来す

る 2012 年 5 月と 10 月に実施した．成虫調査

は 1kg のドライアイスを誘引源とするトラッ

プ 10 台を設置して，連続した 2 日間採集を行

った．捕獲された成虫は毎日回収し，台湾CDC

の実験室に持ち帰って種類同定を行った．サ

ンプルはその後の分析のために冷凍で保存し

た．  

 石垣島における現地調査：台湾北東部の蚊

相と比較するために石垣島南部の水田地帯で，

2012 年 3 月と 9 月に現地調査を実施した．成

虫調査はドライアイストラップ 15 台を用い

て，連続した 3 日間行った． 

蚊からの病原体の検出：台湾の調査で捕獲さ

れたコガタアカイエカ成虫サンプルは，台湾

CDC で日本脳炎ウイルスの分離を試みた．そ

れ以外の成虫サンプルを用いて，鳥マラリア

原虫の検出を行った． 

吸血蚊の吸血源動物の同定：トラップ採集及

び捕虫網採集によって採集された吸血蚊から

は、DNA を抽出して、吸血源動物の同定と鳥

マラリア原虫の検出を行った。 

C.研究結果 

 台湾と石垣島の現地調査によって採集され

た蚊の種類とその個体数を表 1 にまとめて示

した．2 年間の調査で台湾では合計 19 種類、

石垣島では合計 24 種類の蚊が採集された。こ

のうち台湾と石垣島の両方の調査地で採集さ

れたのは、12 種類であった。これら 12 種類

はいずれも個体数が多く、調査地でふつうに

採集される種類であった。 

 台湾で採集されたコガタアカイエカのサン

プルからは日本脳炎ウイルスの検出を試みた

が、検出できなかった。 

 コガタアカイエカ以外の蚊サンプルからの

鳥マラリア原虫の検出結果を表 2 と３に示し

た。台湾の６月と９月のサンプルから、それ

ぞれ４つの鳥マラリア原虫（Plasmodium）陽

性サンプルが得られた。これらの Plasmodium

原虫はチトクローム B 遺伝子の類似性から、

既に報告されている３系統（GRW6、P. tacy、

P. rouxi）と新規の 2 系統（Yilan01 と Yilan02）

と同定された。鳥マラリア原虫が検出された

蚊の種類は、カラツイエカ、クシヒゲカの一

種、ミナミハマダライエカ、ヨツホシイエカ、

サキジロカクイカの 5 種であった。 

 石垣島の 6 月のサンプルから、6 つの鳥マ

ラリア原虫陽性サンプルが得られた。このう

ち 5 つはムラサキヌマカから得られ、原虫系

統はすべて ORW1 であった。残りの１陽性サ

ンプルはネッタイイエカで、原虫は P. 

juxtanucleare であった。9 月のサンプルからは

鳥マラリア原虫はまったく検出されなかった。 

 吸血源動物の同定結果と吸血蚊からの鳥マ

ラリア原虫の検出結果を表 4 と 5 に示した。

台湾の調査地で得られた吸血蚊は 5 種類で、

ネッタイイエカ、ミナミハマダライエカ、サ



キジロカクイカは野鳥を吸血していた。コガ

タアカイエカは哺乳類（ハクビシンとネコ）

を吸血していた。コジュケイを吸血していた

ネッタイイエカからは、鳥マラリア原虫（P. 

rouxi）が検出された。石垣島で採集された吸

血蚊は 6 種類で、ネッタイイエカ、ヨツホシ

イエカ、ムラサキヌマカは野鳥から吸血して

いた。カニアナツノフサカは人を吸血してお

り、この個体からは鳥マラリア原虫（P.rouxi）

も検出された。また、ヒヨドリを吸血してい

たムラサキヌマカから鳥マラリア原虫 ORW1

が検出された。 

  

D.考察 

台湾北東部と石垣島の蚊相には 12 種類の

共通種が確認された。また、蚊から検出され

た鳥マラリア原虫の系統は 7 系統で、1 種類

（P. rouxi）が共通していた。今回の調査で鳥

マラリア原虫が検出された蚊の種類には、共

通する種類は認められなかった。 

本研究で検出された鳥マラリア原虫の系統

には、世界的な分布を示す 4 系統とデータベ

ースにない新規の系統２つが含まれていた。

広範囲に分布する鳥マラリア原虫系統のひと

つである P.rouxi は、台湾と石垣島の両方で検

出されており、恐らく渡り鳥によって持ち込

まれたのではないかと推測される。 

検出された鳥マラリア原虫はそれぞれの調

査地で感染サイクルを持つかどうかは、今の

段階では不明である。我国の他地域での鳥マ

ラリア原虫の研究では、調査地域に感染サイ

クルを持ち、高頻度でくり返し媒介蚊から検

出される系統が存在する一方、数年間の調査

を通じて 1 回しか検出されず野鳥によって偶

然持ち込まれたと推測される系統も存在する

ことが示唆されている。本研究の調査地でど

の鳥マラリア原虫系統がどの媒介蚊によって

維持されているのかを、今後の研究によって

明らかにすることが必要だろう。 

石垣島のサンプルで、人の血液を吸血した

カニアナツノフサカから鳥マラリア原虫が検

出されている。これは、鳥由来の病原体を持

った蚊が人を吸血したことを意味している。

鳥マラリア原虫とは異なる鳥由来の病原体が

人に伝播される潜在的な経路のひとつを示唆

するものであり興味深い。 

 

E.結論 

台湾北東部と石垣島南部の現地調査を実施し，

合計 31 種類の疾病媒介蚊が採集された．この

うち両地域で共通して採集された種類はコガ

タアカイエカ，ヨツホシイエカなど 12 種類で

あった．また、蚊から検出された鳥マラリア

原虫の系統は 7 系統で、1 種類（P. rouxi）が

共通していた。 
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表 1．台湾北東部宜蘭県および石垣島の渡り鳥飛来地における疾病媒介蚊調査結果 

種   類 共通種 
台湾 

 
 石垣島 

2011 2012 
 

 2011 2012 
コガタアカイエカ ○ 565 5223 

 
 1081 884 

ミナミハマダライエカ 
 

151 325 
 

 
  

アシマダラヌマカ ○ 38 305 
 

 246 278 
ヒトスジシマカ ○ 217 49 

 
 332 71 

オオクロヤブカ ○ 23 210 
 

 32 18 
カラツイエカ ○ 90 129 

 
 27 359 

ムラサキヌマカ ○ 27 182 
 

 150 204 
ネッタイイエカ ○ 161 27 

 
 239 327 

クシヒゲカ一種 
 

28 100 
 

 
  

ヨツホシイエカ ○ 69 38 
 

 474 563 
vish gr ○ 1 13 

 
 1016 202 

シロハシイエカ ○ 2 10 
 

 747 132 
クロフクシヒゲカ ○ 

 
9 

 
 11 5 

サキジロカクイカ 
 

5 
  

 
  

アカツノフサカ 
  

5 
 

 
  

ミツホシイエカ 
  

3 
 

 
  

キンパラナガハシカ 
  

2 
 

 
  

イエカの一種 
 

2 
  

 
  

フタクロホシチビカ ○ 1 1 
 

 
 

1 
ハラオビツノフサカ 

    
 

 
50 

リバースシマカ 
    

 13 7 
ハマダラナガスネカ 

    
 5 2 

コガタハマダラカ 
    

 6 
 

クロフトオヤブカ 
    

 6 
 

キンイロヤブカ 
    

 3 2 
シナハマダラカ 

    
 1 

 
ハラグロカニアナチビカ 

    
 1 

 
オオツルハマダラカ 

    
 

 
1 

オビナシイエカ 
    

 
 

1 
ヤブカの一種 

    
 1 

 
チビカの一種 

    
 

 
1 

捕獲総数 
 

1380 6631 
 

 4391 3108 
種類数 12 15 17 

 
 19 19 

 



表 2 台湾北東部宜蘭県の渡り鳥飛来地における 2011 年の調査で採集された蚊からの鳥マラリア原虫の検出結果 
 

月 種 類 採集数 供試虫数 プール数 
検出された Plasmodium の系統と陽性

サンプル数 
5 月 ネッタイイエカ 112 110 11 0 
  ミナミハマダライエカ 133  130 13 0 
  カラツイエカ 80 80 8 3 (Yilan02) 
  クシヒゲカの一種 23 23 3 1 (GRW6-P. elongatum) 
  ヒトスジシマカ 13 13 2 0 
  オオクロヤブカ 16 16 3 0 
  アシマダラヌマカ 0     
  フタクロホシチビカ 1 1 1 0 

9 月 ネッタイイエカ 49 50 5 0 
  ミナミハマダライエカ 18 18 2 1(P.rouxi) 
  カラツイエカ 10 10 2 0 
  ヨツホシイエカ 69 78 8 P.tacy と Yilan01 
  ムラサキヌマカ 27 27 3 0 
  アシマダラヌマカ 37 37 5 0 
  クシヒゲカの一種 5 5 1 0 
  ヒトスジシマカ 147  147  15 0 
  オオクロヤブカ 5 5 1 0 
  サキジロカクイカ 2 2 1 1(P.rouxi) 

 
 



表 3 石垣島の渡り鳥飛来地における 2011 年の調査で採集された蚊からの鳥マラリア原虫の検出結果 

月 種  類 供試虫数 プール数 
検出された Plasmodium の系統と陽性サ

ンプル数 

6 月 ヒトスジシマカ 140 7 
 

 
ムラサキヌマカ 135 9 ORW1(5) 

 
ネッタイイエカ 57 5 P. juxtanucleare(1) 

 
カラツイエカ 17 2 

 
 

リバースシマカ 16 2 
 

 
アシマダラヌマカ 15 1 

 
 

オオクロヤブカ 15 2 
 

 
カニアナツノフサカ 10 1 

 
 

クロフクシヒゲカ 4 1 
 

 
ハマダラナガスネカ 2 1 

 
 

シナハマダラカ 1 1 
 

 
キンパラナガハシカ 1 1 

 
 

コガタハマダラカ 1 1 
 

9 月 ヨツホシイエカ 450 24 
 

 
アシマダラヌマカ 230 16 

 
 

ネッタイイエカ 137 10 
 

 
ヒトスジシマカ 100 5 

 
 

オオクロヤブカ 17 3 
 

 
カラツイエカ 11 1 

 
 

ムラサキヌマカ 11 1 
 

 
コガタハマダラカ 6 1 

 
 

クロフクシヒゲカ 6 1 
 

 
ハマダラナガスネカ  3 1 

 
 

インイロヤブカ 3 1 
 

 



表 4 台湾北東部宜蘭県の渡り鳥飛来地で採集された吸血蚊の吸血源動物の同定と鳥マラリア原虫の検出結果 
 

種  類 吸血源動物 数 検出された Plasmodium の系統 
ネッタイイエカ コジュケイ 2 1(P. rouxi) 
ミナミハマダライエカ コジュケイ  1 0 
  タイワンヒメマルハシ 1 0 
コガタアカイエカ ハクビシン  1 0 
  ネコ  1 0 
サキジロカクイカ タイワンヒメマルハシ 1 0 
アシマダラヌマカ Not amplified 1 0 

 
 
 

表 5 石垣島の渡り鳥飛来地で採集された吸血蚊の吸血源動物の同定と鳥マラリア原虫の検出結果 
 

種   類 吸血源動物 数 Plasmodium 
カニアナツノフサカ ヒト 1, 不明 7 8 P. rouxi(1) 

ネッタイイエカ 
ハシブトカラス 1,  
イヌ 1 

2 
0 

ヨツホシイエカ アオバズク 1 0 
ムラサキヌマカ ヒヨドリ 1, 不明 1 2 ORW(1) 
オオクロヤブカ ウシ 1 0 

リバースシマカ 
セマルハコガメ 1,  
リュウキュウイノシシ 1 

2 0 

 


